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●下松市郷土資料・文化遺産デジタルアーカイブの特徴

キーワードから調
しら

べたい場合
ばあ い

は、「詳細検

索」をクリック。語句
ご く

を入力
にゅうりょく

して、検索を押
お

してください。

詳細
しょうさい

検索
けんさく

古墳
こふ ん

や遺跡
い せ き

、文化
ぶんか

財
ざい

などを調
しら

べたい場合
ばあ い

は、

「遺跡や文化財と歴史資料」から入ってくださ

い。高精細
こうせいさい

画像
がぞ う

なので拡大
かくだい

してもきれいに見

ることができます。

遺跡
い せ き

や文化
ぶ ん か

財
ざい

と歴史
れ き し

資料
しり ょ う

下松の古写真
こし ゃ し ん

が見たい場合
ばあ い

は、「写真で

見る下松市」から入ってください。懐
なつ

かしい

風景
ふうけい

がよみがえります。

写真
しゃしん

で見る下松市
く だ ま つ し

本文
ほんぶん

閲覧
えつらん

見たい本がある場合
ばあ い

は、「本文
ほんぶん

閲覧
えつらん

」に

て、本を選
えら

んでください。

デジタルアーカイブに掲載
けいさい

されている資料
しり ょ う

の一部
い ち ぶ

を紹
しょう

介
かい

します。

まちに息
いき

づく地域
ち い き

の歴史
れ き し

まちに息づく地域の歴史

花岡
はなおか

や宮ノ洲
みやの す

など、特定
とくてい

のテーマについて

知りたい場合
ばあ い

は、「まちに息づく地域の歴

史」から入ってください。関連
かんれん

資料
しりょう

がテーマ

ごとにまとまっています。

歴史
れ き し

歴史

索引
さくいん

が付いていない

本も、語句
ご く

検索
けんさく

でき

るから便利だね。

小学校で使われている社会科副読本を

デジタル化しました。

小小学学校校社社会会科科副副読読本本「「わわたたししたたちちのの 

ききょょううどど 星星ふふるるままちち 下下松松」」 

次次ペペーージジへへ 
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宮ノ洲古墳は、笠戸湾に突
つ

き出している砂洲
さ す

に築
きず

かれていました。一帯は工場用地とな

り、古墳はすでに消滅
しょうめつ

しているため、大きさや形などは不明です。1802(享和
きょうわ

2)年に、

宮ノ洲屋幸吉
み や の す や こ う き ち

が、土地開墾
かいこん

中に古墳を発見
はっけん

し、石室
せきしつ

から銅鏡や鉄器類が出土
しゅつど

したと伝え

られています。発見された銅鏡は４面あり、三角縁盤龍鏡および三角縁神獣鏡２面は中国

製、内行花文鏡は日本製とされています。古墳の被葬者
ひ そ う し ゃ

は、貴重な中国製の銅鏡を３面も

持っていたことから、瀬戸内海の海上交通に深く関わり、畿内
き な い

の勢力と密接な関係を持っ

た有力な豪族
ごうぞく

と考えられています。

宮宮
みや

ノノ
の

洲洲
す

古古墳墳
こ ふ ん

（１）下松市で発見された銅鏡
どうきょう

三三角角縁縁盤盤龍龍鏡鏡
さんかくぶちばんりゅうきょう

 
径 24.4cm

東京国立博物館 所蔵

国指定重要文化財

出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）

１.古墳からの出土品を見る

国指定重要文化財国指定重要文化財

https://colbase.nich.go.jp/）
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し、石室
せきしつ
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は、貴重な中国製の銅鏡を３面も

持っていたことから、瀬戸内海の海上交通に深く関わり、畿内
き な い

の勢力と密接な関係を持っ

た有力な豪族
ごうぞく

と考えられています。

宮宮
みや

ノノ
の

洲洲
す

古古墳墳
こ ふ ん

（１）下松市で発見された銅鏡
どうきょう

三三角角縁縁盤盤龍龍鏡鏡
さんかくぶちばんりゅうきょう

径 24.4cm

東京国立博物館 所蔵

国指定重要文化財

出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）

１.古墳からの出土品を見る

同じ鋳型
い が た

を使って作られた鏡に

沖沖ノノ島島
おき  の  し  ま い せ き

出出土土鏡鏡 

伝伝
でん

三三重重
み え

県県
けん

桑桑名名
く わ な

市市
し

出出土土鏡鏡がある。

三三角角縁縁神神獣獣鏡鏡
さんかくぶちしんじゅうきょう

 
径 23.5cm

東京国立博物館 所蔵

国指定重要文化財

出典： （ ）

内内行行花花文文鏡鏡
ないこうかもんきょう

 
径 11.4cm

東京国立博物館 所蔵

国指定重要文化財

出典： （ ）

三三角角縁縁神神獣獣鏡鏡
さんかくぶちしんじゅうきょう

 
径 22.1cm

東京国立博物館 所蔵

国指定重要文化財

出典： （ ）

１８号遺跡
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下松市には多数の古墳
こふ ん

があることを知っていますか？

ここではその古墳からの出土品の一部を紹介します！

（（２２））古古墳墳かかららのの出出土土品品大大集集合合！！

惣惣ヶヶ
そ う が

迫迫
さこ

古古墳墳
こ ふ ん

 
場所：大字生野屋字惣ヶ迫

装装身身具具
そ う し ん ぐ

・・玉玉類類
ぎょくるい

円円筒筒
えんとう

埴埴輪輪
は に わ

 家家
いえ

形形
がた

埴埴
はに

輪輪
わ

 

広広口口
ひろ く ち

壺壺
つぼ

 

常常森森
つねもり

古古墳墳群群
こ ふ ん ぐ ん

 
場所：大字生野屋常森

ははそそうう ググララスス型型
がた

土土器器
ど き

 

横横
よこ

瓶瓶
べ

 

脚脚付付
あしつき

ははそそうう 

市内の遺跡や古墳の場所は、

デジタルアーカイブの

「下松市
くだまつし

遺跡
いせき

地図
ち ず

」で

確かめることができます。

場所
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惣惣ヶヶ
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円円筒筒
えんとう

埴埴輪輪
は に わ

家家
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形形
がた

埴埴
はに

輪輪
わ

広広口口
ひろ く ち

壺壺
つぼ

常常森森
つねもり

古古墳墳群群
こ ふ ん ぐ ん

場所：大字生野屋常森

ははそそうう ググララスス型型
がた

土土器器
ど き

横横
よこ

瓶瓶
べ

脚脚付付
あしつき

ははそそうう

市内の遺跡や古墳の場所は、

デジタルアーカイブの

「下松市
くだまつし

遺跡
いせき

地図
ち ず

」で

確かめることができます。 出土品のうち、家形埴輪・馬形埴輪は「地域交流センター」、

その他は「島の学び舎
や

」で見ることができます。

ぜひ、足を運
はこ

んでみてください。

為
ため

弘弘
ひろ

古古墳墳群群
こ ふ ん ぐ ん

 
場所：大字生野屋字白迫

耳耳環環
じ か ん

 

長長頸頸
ちょうけい

壺壺
こ

 

鉄鉄
てつ

鏃鏃
ぞ く

 

杯杯
つき

身身
み

 

堤堤
てい

瓶瓶
へい

 

有有蓋蓋
ゆうがい

高高杯杯
たかつき

 

宮宮
みや

原原
ばら

２２号号
ごう

墳墳
ふん

 
場所：大字末武中字上和田

馬馬
うま

形形
がた

埴埴
はに

輪輪
わ

 装装身身具具
そ う し ん ぐ

・・玉玉類類
ぎょくるい

荒荒神神山山
こうじんやま

石石棺棺群群
せっかんぐん

 
場所：大字末武中貸山
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２．絵図からまちを見る

昔の下松の風景や、当時の人々の生活、信仰
しんこう

、働く様子などを描いた絵図や絵馬からは、

先人
せんじん

達
たち

の暮らしぶりが読み取れます。デジタルアーカイブで、じっくり見てください。

【絵馬
え ま

（御
ご

神幸
じんこう

絵馬
え ま

）】 縦
たて

183ｃｍ×横
よこ

384ｃｍ （花岡
はなおか

八幡宮
はちまんぐう

蔵
ぞう

）

【絹本
けんぽん

淡彩
たんさい

妙見社
みょうけんしゃ

参詣図
さん け い ず

】 （妙見宮
みょうけんぐう

鷲
じゅ

頭
とう

寺
じ

蔵
ぞう

）

【絹本著色
けんぽんちょしょく

覧海軒
らんかいけん

図
ず

】 縦 153ｃｍ×横 106.5ｃｍ：表装
ひょうそう

含む （山口県立山口博物館蔵）

【1938（昭和 13）年頃の下松鳥
ちょう

瞰
かん

図
ず

】 縦 25.5ｃｍ×横 34ｃｍ （『大
だい

下松
くだまつ

大観
たいかん

』所収
しょしゅう

）

市指定有形民俗文化財

1797（寛政 9）年、徳山藩の絵師、朝倉
あさ く ら

南陵
なんりょう

作

現在の絵馬は、1923（大正 12）年に復元され

たもの。寛政期の花岡八幡宮例祭における

御神幸の様子が描かれています。

市指定有形文化財

1808（文化 5）年、法眼
ほうげん

信喬
しんきょう

作

江戸後期の鷲頭山妙見社の様子と参詣人
さんけいにん

が

描かれています。

徳山藩３代藩主毛利
も う り

元次
もとつぐ

から命名された

磯部
い そ べ

家
け

別邸
べってい

「覧海軒
らんかいけん

」と、海浜
かいひん

で働く人々の様

子が描かれています。

市制
し せ い

施行
し こ う

の前年に出版された『大下松大観』

に収められている当時の下松鳥瞰図で、下松

町及び末武南村が描かれています。

槙柏
しんぱく

御茶屋
お ち ゃ や

・勘場
か ん ば

跡
あと

法静寺
ほうしょうじ

花岡
はなおか

八幡宮
はちまんぐう

拝殿前
はいでんまえ

鳥居
と り い

・狛犬
こまいぬ

花岡
はなおか

八幡宮
はちまんぐう

拝殿
はいでん

多宝塔
たほう と う

（１） 江戸時代の花岡の町並
ま ち な

みを見てみよう

江戸時代に旧山陽
きゅうさんよう

道
どう

の門前宿場町
もんぜんしゅくばまち

として栄えた花岡には、国
くに

指定
し て い

重要
じゅうよう

文化
ぶ ん か

財
ざい

の閼
あ

伽
か

井
い

坊
ぼう

多
た

宝
ほう

塔
とう

や、花岡
はなおか

八幡宮
はちまんぐう

に寄進
き し ん

された奉納品
ほうのうひん

など、歴史を物語る貴重
きちょう

な文化
ぶ ん か

財
ざい

が現在も

数多く残っています。江戸時代の花岡は都濃
つ の

宰判
さいばん

（宰判は、萩藩
はぎはん

の行政
ぎょうせい

区分
く ぶ ん

）の政治の中

心地で、勘
かん

場
ば

、高札場
こ う さ つ ば

、御番所
ごば ん し ょ

などが置かれ、大名
だいみょう

が宿泊や休憩
きゅうけい

をする御茶屋
お ち ゃ や

もありまし

た。そこに現在そびえる槙柏
しんぱく

は、江戸時代からずっと人々の暮
く

らしを見守ってきました。

花岡
はなおか

八幡宮
はちまんぐう

に奉納
ほうのう

された絵馬
え ま

には、寛政期
かんせい き

の花岡
はなおか

八幡宮
はちまんぐう

例祭
れいさい

における御神幸
ご じ ん こ う

の様子が

詳
くわ

しく描かれており、山陽道の町並みや、例祭の奉納
ほうのう

諸行事
しょぎょ うじ

・演芸
えんげい

、人々の生活、氏神
うじがみ

信仰
しんこう

に対する考え方などがわかる貴重な史料
しり ょ う

です。

デジタルアーカイブで、花岡八幡宮の絵馬を見てみよう！

画像を拡大できるので、細かいところまではっきり見えるよ。

絵馬に描かれているものを見つけてみよう。今も残っているものもある

し、もうなくなってしまったものもあるね。次の写真はヒントだよ。
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しり ょ う

です。
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花岡八幡宮参道鳥居
はなおかはちまんぐうさんどうとりい

 参道
さんどう

鳥居
と り い

前
まえ

狛犬
こまいぬ

 常夜
じょうや

燈
とう

 

神輿
み こ し

台
だい

 御旅
お た び

殿
でん

 

太鼓
た い こ

橋
ばし

 （右手）地蔵院
じ ぞ う いん

石段
いしだん

 

閼伽
あ か

井坊
い ぼ う

 赤井
あ か い
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【絵馬
え ま

（御神幸
ご じ ん こ う

絵馬
え ま

）】 （花岡
はなおか

八幡宮
はちまんぐ う

蔵
ぞう

）

地
蔵
院

歌
舞
伎

忠
臣
蔵

御
番
所

勘
場

法
静
寺 御

茶
屋

高
札
場

槙
柏

御
旅
殿

城
山

流
鏑
馬

中
休

高
塚

人
丸
社

多
宝
塔

閼
伽
井
坊

花
岡
八
幡
宮
拝
殿

天
満
宮
御
宝
藏

宮
司
邸
宅

川
を
歩
い
て
渡
る
村
人

和
田
橋
を
馬
で
渡
る
旅
人

往
還
松

一里塚（従赤間関弐拾六里）

太
鼓
橋赤

井

一
の
鳥
居

三
の
鳥
居

常
夜
燈

田に飛来している鶴

狛
犬

御
本
地
堂

狛
犬

鴨 平
田

白
谷
山

西
村
因
幡

村
上
佐
渡

下松の浦の弁財船 人
形
浄
瑠
璃

分
国
寺
（
僧
）

神
光
院
（
僧
）

正
福
寺
（
僧
）

鐘
楼

村
上
兵
部

村
上
出
雲
守

平田にも鶴
つる

が飛ん

できていたんだね。

山陽
さんよう

道
ど う

沿
ぞ

い の 家 の

間取
ま ど

りを見てみよう。

画像
が ぞ う

を広げると、家

の中まで見えるよ。

この川の

名前は？
赤間関
あかまがせき

（下関）

より２６里
り

って、

何ｋｍぐらい？

拝殿
はいでん

の提灯
ちょうちん

や幕
まく

、

神輿
み こ し

には毛利家
も う り け

の

家紋
か も ん

が見えるよ。

御茶屋
お ち ゃ や

の門に付けられ

た提灯
ちょうちん

には、毛利家
も う り け

の

家紋
か も ん

が見えるよ。

地蔵院
じ ぞ う い ん

のところ

は、今はどうなっ

ているかな？

花岡八幡宮の例祭
れいさい

は、と

ても賑
にぎ

わっているね。人々

の顔の表情も見てみよう。

流鏑馬
や ぶ さ め

、人形
にんぎょう

浄瑠璃
じ ょ う る り

、歌舞伎
か ぶ き

など

もあって人々は楽しそうだね。

地
蔵
院
（
僧
）

閼
伽
井
坊
（
僧
）

分
国
寺
（
僧
）

神
光
院
（
僧
）

正
福
寺
（
僧
）

中
休
・
神
輿
台
三
基
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花岡八幡宮参道鳥居
はなおかはちまんぐうさんどうとりい

参道
さんどう

鳥居
と り い

前
まえ

狛犬
こまいぬ

常夜
じょうや

燈
とう

神輿
み こ し

台
だい

御旅
お た び

殿
でん

太鼓
た い こ

橋
ばし

（右手）地蔵院
じ ぞ う いん

石段
いしだん

閼伽
あ か

井坊
い ぼ う

赤井
あ か い

神輿
み こ し

台
だい

妙見
みょうけん

橋
ばし

一
いち

の鳥居
と り い

一
いち

の鳥
とり

居
い

前
まえ

狛
こま

犬
いぬ

（２） 江戸時代の鷲頭山
わしずや ま

の様子を見てみよう

鷲頭山は室町時代、西国
さいごく

一
いち

の大名・大内
おおうち

氏が厚く信仰した妙見
みょうけん

信仰
しんこう

の聖地
せ い ち

で、江戸時

代には、毛利
も う り

氏に保護されました。

絹本
けんぽん

淡彩
たんさい

妙見社
みょうけんしゃ

参詣図
さん け い ず

には、和歌水浴
わかみずのえき

、最初に妙見社が置かれたと伝わる桂木山
かつらぎやま

、鼎
かなえ

松
まつ

、豊井の由来となったという閼伽井
あ か い

などとともに江戸後期の妙見社の様子が描かれてい

ます。また、寺社一体となった神仏
しんぶつ

習合
しゅうごう

の妙見
みょうけん

信仰
しんこう

の様子もわかります。

デジタルアーカイブで、絹本淡彩妙見社参詣図を見てみよう！

画像を拡大できるので、細かいところまではっきり見えるよ。

参詣図に描かれているものを見つけてみよう。今も残っているものもあ

るし、もうなくなってしまったものもあるね。次の写真はヒントだよ。
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若宮
わかみや

社殿
しゃでん

に続く石段 若宮
わかみや

社殿
しゃでん

 

中宮
ちゅうぐう

参道
さんどう

 中宮
ちゅうぐう

隋神門
ずいしんもん

（旧
きゅう

仁王門
に お う も ん

） 

中宮
ちゅうぐう

拝殿
はいでん

 上宮
じょうぐう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上宮 
中宮 

若宮から上宮・中宮を臨む 
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【絹本
けんぽん

淡彩
たんさい

妙見社
みょうけんしゃ

参詣図
さん け い ず

】 （妙見宮
みょうけんぐう

鷲頭
じ ゅ と う

寺
じ

蔵
ぞう

） 

下
宮

鷲
頭
寺

神
輿
台

妙
見
橋

上
宮

鷲
頭
山

中
宮

別
当
宮
司
坊
跡
別
名

鷲
頭
寺

七
坊
之
跡 

赤
坂

御
手
洗
川 

下
松

桂
木
山閼

伽
井
別
名

豊
井

鼎
松

高
鹿
垣

二
王
門

五
重
塔
跡 

琳
聖
太
子
御
持
来
白
檀
枯
木

和
歌
水
浴
御
供
泉

二
王
門
跡 

鳥居
と り い

の額束
がくづか

には、何と書か

れているのかな？ 

狛犬
こまいぬ

は、今もあるのかな？ 

鷲頭
じゅと う

寺
じ

は、今は

どこにあるのか

な？ 

当時も、人々は妙
みょう

見
けん

橋
ばし

を渡ってお参

りしていたんだね。 

笠戸島も描かれてい

るね。湾には、船が

浮かんでいるよ。 
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若宮
わかみや

社殿
しゃでん

に続く石段 若宮
わかみや

社殿
しゃでん

中宮
ちゅうぐう

参道
さんどう

中宮
ちゅうぐう

隋神門
ずいしんもん

（旧
きゅう

仁王門
に お う も ん

）

中宮
ちゅうぐう

拝殿
はいでん

上宮
じょうぐう

上宮
中宮

若宮から上宮・中宮を臨む

（３） 江戸時代の宮ノ洲
み や の す

の様子を見てみよう

宮ノ洲は、瀬戸内海に向かって砂州
さ す

が伸びた一帯
いったい

で、対岸には笠戸島が位置しています。

笠戸島と大島半島に抱かれた穏
おだ

やかな海は、古代から海上交通における重要な港とされ、

下松は、海を背景
はいけい

に様々な歴史を刻んできました。

現在、宮ノ洲周辺は、ものづくりのまちを支える工場地となっていますが、江戸
え ど

中期
ちゅうき

には、

大規模
だ い き ぼ

な塩田開発が行われ、下松は塩業で栄えていました。塩田開発と経営を手掛けた

宮洲屋
みやのすや

は、当時、全国長者
ちょうじゃ

番付
ばんづけ

に周防
す お う

（現在の山口県東部）から唯一載った豪商
ごうしょう

でした。

宮洲屋は 1709（宝
ほう

永
えい

６）年、塩田の西の浜に、高石垣の上を白壁の練塀
ねりべい

で囲み、海を眺めら

れる二階家を構えた別邸
べってい

を建築。風格ある屋敷
や し き

は、徳山
とくやま

藩主
はんしゅ

から「覧海軒
らんかいけん

」と命名され、歴

代の藩主も訪れたほか、諸国
しょこ く

を旅した備中
びっちゅう

（現在の岡山県西部）の地理学者も「小なる城

を見るがごとし」と記
しる

しています。「覧海
らんかい

軒
けん

図
ず

」に、当時の様子が描かれています。

【宮洲
みやのす

塩田
えんでん

図
ず

】

縦 187ｃｍ×横 143ｃｍ

（山口県立山口博物館蔵）

成立
せいりつ

年代
ねんだい

は不明
ふ め い

だが、1805（文化 2）年

以降
い こ う

をあまり下
くだ

らない時期の成立か。

磯部
い そ べ

家
け

が所有する塩田、田、畠
はたけ

の各

区画
く か く

ごとの面積、石高
こくだか

を示したもので、

磯部家の私的な絵図。塩田は薄桃
うすもも

色、

田は渋
しぶ

い草色、畠は黄色、水面は青色、

神社
じんじゃ

仏閣
ぶっかく

は朱色、道路は赤色など、そ

れぞれ表示
ひょうじ

分けされています。
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弁財天
べんざいてん

社 笠戸湾
かさ ど わ ん

1917（大正６）年頃の宮ノ洲 当時は塩田が広がっていた （個人蔵）

東洋
とうよう

鋼鈑
こうはん

構内
こうない

の松

デジタルアーカイブで、覧海軒図
らん か い け ん ず

を見てみよう！

画像を拡大できるので、細かいところまではっきり見えるよ。

江戸時代の宮洲塩田や塩づくりの様子を見てみよう。今も残っている

ものもあるし、移転したものもあるね。次の写真はヒントだよ。

デジタルアーカイブ

画像を

江戸時代の

もの
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【絹本著色
けんぽんちょしょく

 覧海軒
らんかいけん

図
ず

】 （山口県立山口博物館蔵）

弁財天社 

磯部家当主 

塩俵 

犬と戯れる女の子 

指示をする番頭と帳簿をつける人 

馬で塩俵を運ぶ人 

地引網をひく漁師 立網をたぐる漁師 

板を削る大工 

龍神堂 

凧上げをする子ども達 

塩作りをする男女 

流し網を操る漁師 

塩屋・釜屋らしき建物と釜焚き用燃料の薪の束 

塩俵を蔵に運ぶ人 

覧海軒 

弁財船 

立派な松があるね。

今、この松はどうなっ

ているのかな。 

何艘
なんそう

もの船が行

き交
か

っているよ。 
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弁財天
べんざいてん

社 笠戸湾
かさ ど わ ん

1917（大正６）年頃の宮ノ洲 当時は塩田が広がっていた （個人蔵）

東洋
とうよう

鋼鈑
こうはん

構内
こうない

の松

デジタルアーカイブで、覧海軒図
らん か い け ん ず

を見てみよう！

画像を拡大できるので、細かいところまではっきり見えるよ。

江戸時代の宮洲塩田や塩づくりの様子を見てみよう。今も残っている

ものもあるし、移転したものもあるね。次の写真はヒントだよ。

（４）下松市が誕生する頃のまちを見てみよう

１９３９（昭和１４）年１１月３日、下松町と末武南村、花岡村、久保村の一町三村が合併
がっぺい

して、

下松市が誕生
たんじょう

しました。市制
し せ い

施行
し こ う

に先立ち、１９３９（昭和１４）年５月１８日に出された「市制
し せ い

施行
し こ う

具申書
ぐ し ん し ょ

」には、次のような記述
きじゅつ

があります。 

一、 下松町・久保村・末武南村・花岡村を廃
はい

し、その区域をもって下松市を置く。 

二、 下松町の所有する財産は、その全部を下松市に帰属
き ぞ く

させる。 

三、 下松町廃止
は い し

前の権利
け ん り

義務
ぎ む

は、すべて下松市に継承
けいしょう

させる。 

四、 市名は、下松（クダマツ）市とする。 

五、 市役所の位置は、末武南字
あざ

尾尻
お じ り

附近とする。 

六、 旧町村中の大字
おおあざ

名
めい

は、そのまま存置
そ ん ち

する。 

七、 市制
し せ い

施行
し こ う

の期日は、昭和１４年１１月３日とする。 

市制施行の背景
はいけい

には、下松地区に工業都市としての勢
いきお

いが見られるようになったことや、

下松町の 著
いちじる

しい人口増加を中心として、これを取り囲む末武南村、花岡村、久保村との

広域的
こういきてき

なつながりが強くなったことが挙
あ

げられます。 

１９３６（昭和１１）年６月、政府
せ い ふ

は、下松地域の工業的な発展の見通しを得たため、都市
と し

計画
けいかく

法第２条第２項の特例
とくれい

をもって、下松町・末武南村・花岡村の三カ町村を都市計画

区域
く い き

に指定
し て い

しています。 

１９３８（昭和１３）年に発行された『大
だい

下松
くだまつ

大観
たいかん

』には、当時の下松町と末武南村の一部を

描いた絵図が収
おさ

められています。また、久原
く は ら

房之助
ふさのす け

が発表した「下松大工業都市建設計画」

に協力した地元の関係者矢島
や じ ま

專平
せんぺい

が、１９３９（昭和１４）年１０月に発行した手記『秋の夜話
や わ

』

からも、下松市が誕生する頃のまちの様子がよくわかります。 
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☆1938（昭和 13）年頃の絵図と今のまちを比べてみよう ☆

下松タウンセンターの

ところには、当時は

何があったのかな？

当時すでに工場があ

るよ。どんな工場が

あったのかな？それ

は、今もあるのかな？

今もある施設
し せ つ

、

もうなくなった施設、

わかるかな？

笠戸大橋が架
か

か

るまでは、どうやっ

て島と行き来をし

ていたのかな？

笠戸大橋が架かっ

ているところはどこ

かな？
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旗

岡

山

だいくだまつたいかん しょしゅう

【1938(昭和13)年頃の下松鳥瞰図】（『大下松大観』所収）
ちょうかんず
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☆1938（昭和 13）年頃の絵図と今のまちを比べてみよう ☆

下松タウンセンターの

ところには、当時は

何があったのかな？

当時すでに工場があ

るよ。どんな工場が

あったのかな？それ

は、今もあるのかな？

今もある施設
し せ つ

、

もうなくなった施設、

わかるかな？

笠戸大橋が架
か

か

るまでは、どうやっ

て島と行き来をし

ていたのかな？

笠戸大橋が架かっ

ているところはどこ

かな？

３．写真からまちを見る

（１）下松の今・昔を知りたいときは

昔昔のの下下松松っってて…… 

今
いま

住
す

んでいる地域
ち い き

、昔は

どんな場所
ば し ょ

だったの？

おじいちゃんおばあちゃんが

若
わか

い頃
ころ

の下松を知りたい！

下松に昔から伝
つた

わるお祭
まつ

りや

伝統
でんとう

芸
げい

能
のう

ってあるの？

そんなときこそ

「デジタルアーカイブ」の

写真
しゃしん

を活用
かつよう

しよう！！
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ここはどこかな？

牛
うし

がたくさんいるよ！

何が行われているのかな？

さあ、デジタルアーカイブで

写真を探
さが

してみよう！

この通
とお

り、どこかわかるかな？

写真の中にヒントがあるよ。
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ここはどこかな？

牛
うし

がたくさんいるよ！

何が行われているのかな？

さあ、デジタルアーカイブで

写真を探
さが

してみよう！

この通
とお

り、どこかわかるかな？

写真の中にヒントがあるよ。

何の舞台
ぶ た い

かな？

停
と

まっているのは…

日々
ひ び

のくらし

あの場所
ば し ょ

、あの建物
たてもの

昭和
しょうわ

３０年代
ねんだい

には、まだ日常
にちじょう

生活
せいかつ

の中に

蒸気
じょうき

機関車
きかんし ゃ

があったんだね。

駅
えき

の周
まわ

りはどう変
か

わっているかな？いるかな？

「切山
きりやま

歌舞伎
か ぶ き

」を知っていますか？

起源
きげ ん

は江戸
え ど

時代
じ だ い

まで 遡
さかのぼ

ります。

山口県
やまぐちけん

指定
し て い

無形
む け い

民
みん

俗文化
ぞくぶんか

財
ざい

なんだよ。なんだよ。

今
いま

と昔
むかし

のまちの様子
よ う す

を比
くら

べてみよう。

ここはどこかな？

横断
おうだん

歩道
ほ ど う

を渡
わた

っているね。信号機
しんご うき

はあるかな？

車
くるま

は走
はし

っているかな？

みんなが知
し

っている施設
し せ つ

や場所
ば し ょ

も、

今と昔では変
か

わってしまったところ

がたくさん！

ここは、何の施設かな？

（２）知りたいこと・調べたいことなんでもトークしてみよう
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今の下松と、

昔の下松をくらべてみよう。

（３）写真で見る昭和 30年代の下松

現在
げんざい

の米
べい

泉
せん

湖
こ

（末
すえ

武川
たけがわ

ダム）の場所
ば し ょ

には、

白雲
しらくも

の滝
たき

とよばれた滝
たき

があった。

米
べい

泉
せん

湖
こ

境内
けいだい

へとつづく石畳
いしだたみ

の参道
さんどう

の風景
ふうけい

は、

今
いま

も変
か

わらない。

花岡
はなおか

八幡宮
はちまんぐう

1959（昭和 34）年の花岡八幡宮式年
しきねん

例祭
れいさい

は、応
おう

神
じん

天皇
てんのう

１６５０年式年祭として行われ

た。旧山陽
きゅうさんよう

道
どう

はとても賑
にぎ

わっている。
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今の下松と、

昔の下松をくらべてみよう。

（３）写真で見る昭和 30年代の下松

現在
げんざい

の米
べい

泉
せん

湖
こ

（末
すえ

武川
たけがわ

ダム）の場所
ば し ょ

には、

白雲
しらくも

の滝
たき

とよばれた滝
たき

があった。

米
べい

泉
せん

湖
こ

境内
けいだい

へとつづく石畳
いしだたみ

の参道
さんどう

の風景
ふうけい

は、

今
いま

も変
か

わらない。

花岡
はなおか

八幡宮
はちまんぐう

1959（昭和 34）年の花岡八幡宮式年
しきねん

例祭
れいさい

は、応
おう

神
じん

天皇
てんのう

１６５０年式年祭として行われ

た。旧山陽
きゅうさんよう

道
どう

はとても賑
にぎ

わっている。

昔は、平田
ひ ら た

川
がわ

でも潮
しお

干
ひ

狩
が

りが楽しめた。

平田
ひ ら た

川
がわ

大海町
おおのみちょう

橋
ばし

付近
ふ き ん

平
ひら

田
た

川
がわ

沿
ぞ

いを北に進
すす

む御田頭
ごで ん ど う

祭
さい

のみこし。

青木
あ お き

橋
ばし

を渡
わた

る御田頭
ごで ん ど う

祭
さい

のみこし。

右
みぎ

前方
ぜんぽう

高台
たかだい

に天王
てんのう

台
だい

アパートが見える。
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踏切保安係
ふみきりほあんがかり

が

常駐
じょうちゅう

していた。

1953（昭和 28）年に落成
らくせい

した妙見
みょうけん

大橋
おおはし

。

このころ、橋
はし

の下付近には中央
ちゅうおう

青果
せ い か

市場
い ち ば

が

あった。

妙見
みょうけん

大橋
おおはし

1956（昭和 31）年の切山
きりやま

八幡宮
はちまんぐう

鎮座
ち ん ざ

１２５０年大祭
たいさい

の様子。

久保
く ぼ

・切山
きりやま

栄町
さかえまち

踏切
ふみきり

夜
よ

市
いち

でにぎわう元町
もとまち

商店街
しょうてんがい

。

駅
えき

南
みなみ
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きりやま

八幡宮
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１２５０年大祭
たいさい

の様子。

久保
く ぼ

・切山
きりやま

栄町
さかえまち

踏切
ふみきり

夜
よ

市
いち

でにぎわう元町
もとまち

商店街
しょうてんがい

。

駅
えき

南
みなみ

笠
かさ

戸
ど

島
じま

と本土
ほ ん ど

をつなぐ橋
はし

（笠
かさ

戸
ど

大橋
おおはし

）は

1970（昭和 45）年に完成
かんせい

した。

橋
はし

が架
か

かる前、人々の交通
こうつう

手段
しゅだん

は

巡
じゅん

航
こう

船
せん

や渡
わた

し船
ぶね

だった。

笠
かさ

戸
ど

大橋
おおはし

昔は多くの人が海水浴
かいすいよく

に訪
おとず

れていた

白浜
しらはま

海岸
かいがん

。

白浜
しらはま

海岸
かいがん

巡航
じゅんこう

船
せん

渡
わた

し船
ぶね
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